
循環型社会をめざしてだれもが住みよい未来へ
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１．事業所名及び代表者

深田産業有限会社

代表取締役　　深田　忠佑

２．所在地
本社（登記上）

大分県大分市皆春１７９番地の５
三川リサイクルセンター（実務上の本社）

大分県大分市三川新町２丁目１－１２
車両置場（無人）
　 大分県大分市三川新町２丁目２－２３
杵築支店（登記上：無人）

大分県杵築市大字相原２０６番地

３．環境管理責任者及び担当連絡先
環境管理責任者 深田　兼文　（専務取締役）
担当者（事務局） 深田　麻衣子　（管理部主任）
連絡先 電話 ０９７－５５８－９５４０

ＦＡＸ ０９７－５６６－２５９４
Ｅ-mail : fukata@dream.ocn.ne.jp

４．組織図

　　代表者

　　代表取締役　深田 忠佑

　　環境管理責任者

　　専務取締役　深田 兼文 事務局

常務取締役　深田 愛実

　　EA21推進委員会 管理部主任　深田 麻衣子

　　委員長

　　深田 兼文

管理部 業務部１課 業務部２課 業務部３課
３名 ３名 ３名 ７名

５．設立年月日
（創業　昭和５４年１０月）

６．事業規模
資本金 ４００万円
売上高 １６０百万円 （平成25年度：平成25年7月～平成26年6月）
従業員数 ２０名 （平成25年7月1日現在）
延べ床面積 １，７５８㎡ （三川リサイクルセンター）

７．事業内容
産業廃棄物及び事業系一般廃棄物の収集運搬、古紙リサイクル、産業廃棄物処分（中間処理）

８．処理料金
廃棄物の処理料金は、お客様とのご契約時に、品目、排出場所、排出量、荷姿等の条件
をもとに、協議の上、決めさせて頂いております。

平成13年5月30日

mailto:fukata@dream.ocn.ne.jp
mailto:fukata@dream.ocn.ne.jp


役割　権限　責任

　・環境経営に関する統括責任者

　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

　・環境管理責任者の任命

　・環境方針を定める

　・環境目標及び環境活動計画、実施体制を承認する

　・代表者による全体の評価と見直しを実施する

　・環境活動レポートの承認

　・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

　・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

　・エコアクション21推進委員会の責任者

　・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認

　・環境目標、環境活動計画、実施体制の確認

　・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

　・問題点の是正及び予防処置の承認

　・環境活動レポートの確認

　・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局

　・環境関連文書、記録の管理

　・環境活動に関する実績のとりまとめ

　・外部環境コミュニケーションに関する窓口

　・環境活動レポートの作成

　・環境目標、環境活動計画の伝達

　・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

　・環境活動に関する意見交換

　・自部門における環境活動の実施

　・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

　・自部門に必要な手順書などの作成、管理

　・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

　・環境方針、環境目標などの理解と自らの役割を自覚する

　・自主的、積極的に環境活動に参加する

　エコアクション21
　　　　　推進委員会

　部門長

　全従業員

更新日：

深田産業有限会社

　　代表者

　　環境管理責任者

　　事務局

確認及び承認印

作成日： 2011年3月1日 代表者 環境責任者 作成者

役割と責任及び権限 



【環境理念】

　　わたしたち深田産業有限会社は廃棄物の処理・リサイクルを業とする者として、

　従業員一人ひとりが最前線で環境に携わる自覚と、環境に与える影響を認識し

　事業のあらゆる分野で地球環境に配慮した行動に努め、社会に貢献します。

【環境行動指針】

１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的に推進、改善し、環境

　　への負荷の低減に努めます。

　　①二酸化炭素排出量の削減（電力、燃料）

　　　　・不要な照明の消灯、待機電力の削減等、省エネに取り組みます。

　　　  ・エコドライブを実践し、排気ガスの抑制に努めます。

　　②廃棄物の排出量の削減

　　　　・分別基準を策定し数量把握、廃棄物削減に取り組みます。

　　③水使用量の削減

　　　　・節水活動に取り組みます。

　　④グリーン購入の推進

　　　　・対象品を選定し、環境にやさしい製品・サービスを優先して購入します。

　　⑤受託した産業廃棄物の適正処理および再資源化

　　　　・廃棄物の適正処理によって、再資源化率の向上、公害防止に努めます。

　　　　・リサイクル技術の向上、排出事業者様への情報提供、分別の提案等を

　　　　  通じて廃棄物の排出抑制、再資源化率の向上を図ります。

　　⑥社会貢献

　　　　・地域の美化活動等に取り組みます。

２．環境関連法規及び地域の条例を遵守するとともに、行政機関・地域等の要請
　  に協力します。

３．この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境への取り組みを環境活動
　　レポートとして取りまとめ公表します。

制定日
深田産業 有限会社
代表取締役

環境方針

平成23年3月23日



作成日：

作成者： 深田 兼文

環境関連法規 要求事項 遵守状況：判定

廃棄物処理法 産業廃棄物処理の事業許可

産業廃棄物処理基準の遵守

（収集運搬・中間処理業） 産業廃棄物の収集運搬・処分基準の遵守

帳簿記載の遵守

産業廃棄物処理委託基準

産業廃棄物管理票の管理義務

産業廃棄物処理施設の許可の義務

産業廃棄物保管基準の遵守

消防法 防火用設備等の設置

指定可燃物貯蔵の届出

グリーン購入法 再生品等の調達を推進

家電リサイクル法 収集運搬基準の遵守

判定欄の記号：適法＝◎、適法だが一部改善が必要＝○、放置すると違法の恐れあり＝△、違法の可能性＝×

当事業所に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者等からの訴訟もありませんでした。

※契約書未回収有、未回収先への作成依頼を順次打診中。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

2014/8/13

◎

◎

◎

◎



産業廃棄物、特別管理産業廃棄物　収集運搬業許可
更新年月日

（上段）
有効期限
（下段）

平成24年2月22日

平成29年2月21日

平成24年3月8日

平成29年3月7日

平成24年2月23日

平成29年1月30日

平成24年5月31日

平成29年5月30日

平成24年10月29日

平成29年10月28日

平成26年1月16日

平成31年1月15日

平成26年5月14日

平成31年4月22日

産業廃棄物処分業許可
更新年月日

（上段）
有効期限
（下段）

事業系一般廃棄物、特定家庭用機器廃棄物収集運搬業許可
自治体 更新年月日 有効期限

平成26年2月4日 平成28年2月3日

平成26年2月4日 平成28年2月3日

平成25年4月1日 平成27年3月31日

平成25年4月1日 平成27年3月31日

積替保管許可

自治体 許可種類 許可番号

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
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綿
等

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ダ
ス
ト
類

繊
維
く
ず

動
植
物
性
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さ廃
酸

廃
ア
ル
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リ

廃
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
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ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス

、
陶

磁
器
く
ず

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

木
く
ず

●● ● ● ● ● ●

● ●● ● ●

●

● ●

大分県

産業廃棄物

特別管理産業廃
棄物

№04452072722 ● ●

大分市

● ●

●●

№04402082722 ● ● ● ● ●

● ●

●

● ● ●

● ●

産業廃棄物 №04000082722 ● ● ●

産業廃棄物 №08810082722 ● ● ●

● ● ● ● ●● ● ● ●

●

山口県 産業廃棄物 №03500082722 ● ● ● ● ● ●

● ● ●

●

熊本県 産業廃棄物 №04305082722 ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●●

● ●

汚
泥

● ● ● ●

● ●

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
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廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

大分市
破砕 平成21年10月7日

№08820082722

自治体 種別 許可番号

燃
え
殻

福岡県

●

圧縮・梱包 平成26年9月12日

● ● ● ●

● ●

特別管理産業廃
棄物

№04050082722 ● ●●

鉱
さ
い

許可対象範囲

● ●

ダ
ス
ト
類

廃
石
綿
等

許可番号等

● ●

動
植
物
性
残

さガ
ラ
ス

、
陶

磁
器
く
ず

● ● ●

所在地

大分市三川新町二丁目1番12号

面積、高さ、容量

面　積　：　160．15㎡

高　さ　 ：　　 3．0 ｍ
容　量　：　265．5 ㎥

● ●大分市

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス

、
陶

磁
器
く
ず

が
れ
き
類

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

自治体

● ● ●● ● ●

　　杵築市 　 生環指令第　　182　号 事業系一般廃棄物

事業系一般廃棄物

特定家庭用機器廃棄物

　　別府市 　　　　 許可第　　58 　号 事業系一般廃棄物

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残

さ

　　大分市
大分市指令第　4420　号

大分市指令第　4417　号



１）運搬車両

用途

２）運搬用コンテナ

３）中間処理施設

種類 処理能力

圧縮・梱包

（油圧式圧縮・梱包機）

破砕

（一軸式破砕機）

処理料金は、お見積りのうえ決定させていただきます。

収集運搬

1

2

1

車種

計量器付パッカー車　４ｔ

パッカー車　４ｔ

脱着装置付コンテナ専用車　６ｔ

ユニック・脱着装置付コンテナ専用車　４ｔ

ユニック車　４ｔ

平車　２ｔ

ウイング車　４ｔ

パッカー車　３ｔ 1

台数

2

6

2

1

1.5㎥コンテナ 3

荷役
2

1

種類 台数

8㎥コンテナ

フォークリフト　３ｔ

フォークリフト　２ｔ

3㎥コンテナ

19

許可品目

廃プラスチック、木くず、金属くず、紙くず、
繊維くず、ゴムくず

廃プラスチック、木くず、金属くず、ガラスく
ず及び陶磁器くず、紙くず、繊維くず、ゴム

くず

4

2㎥コンテナ 51

56ｔ/日（8時間/日）

2.65ｔ/日（8時間/日）



圧縮・梱包施設

56ｔ／日（8時間）

破砕施設

2.65ｔ／日（8時間）

売却

搬入

荷降ろし

一次保管

手選別

紙くず 金属くず 廃プラスチック類

燃
料
チ

ッ
プ
・
ボ
ー
ド
原
料

固
形
燃
料
原
料

中
間
処
理

圧
縮
・
梱
包

圧
縮
・
梱
包

破
砕

圧
縮
・
梱
包

木くず
ガラスくず

陶磁器くず

破
砕

圧
縮
・
梱
包

破
砕

破
砕

産
廃
処
分

焼却処理施設
安定型最終処分場

（再中間処理）

ガ
ラ
ス
原
料

売却 売却
再中間
処理 再中間処理 再中間処理

再
生

（
売
却
ま
た
は
再
中
間
処
理

）

製
紙
原
料

製
鐵
原
料

非
鉄
原
料

再
生
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
原
料

固
形
燃
料
原
料



⇔√ ─

廃棄物等種類 処理量ｔ

廃プラスチック 678.88

木くず 413.65

金属くず 132.52
ガラス・陶磁器くず 523.67

がれき類 133.13

紙くず 99.60

汚泥 696.93

廃油 0.00

引火性廃油 26.08

廃アルカリ 0.00

廃酸 0.00

動植物性残さ 4.40

繊維くず 0.00

ゴムくず 0.00

ばいじん 0.00

燃えがら 0.00

建設系混合廃棄物 0.00

2708.86

廃プラスチック 639.12

木くず 163.60

金属くず 120.00
ガラス・陶磁器くず 172.52

紙くず 99.60

金属くず 120.00

紙くず 99.60
廃プラスチック 528.67

748.27

1194.84

0.00

廃プラスチック 76.33
最終処分 ガラス・陶磁器くず 114.85

等 廃プラスチック 34.12
ガラス・陶磁器くず 0.82
ガラス・陶磁器くず 0.11

廃プラスチック 42.16

再資源化 木くず 163.60
等 金属くず 製鋼原料として再生利用（売却） 120.00

紙くず 製紙原料として再生利用（売却） 99.60

廃プラスチック 再生プラスチック原料として再生利用(売却） 486.51

ガラス・陶磁器くず 24.28

ガラス・陶磁器くず 32.46

968.61

1194.84

⇔√ ─

廃棄物等種類 処理量ｔ

事業系可燃物 大分市佐野清掃センターへの運搬（溶融） 1121.16

処理方法等 処分方法等

収集運搬

平成26年度（　2014年　7月　～　2015年　　6月）

破砕（再中間処理委託）後管理型最終処分
コンクリート固化（再中間処理委託）後管理型最終処
分
破砕（再中間処理委託）後管理型最終処分

　　中間処理後処分量合計

カレット原料として再生利用（再中間処理委託）

建材原料として再生利用（再中間処理委託）

再資源化等量小計

中間処理

後の産業 固形燃料として再生利用（再中間処理委託）

廃棄物
固形燃料、燃料チップとして再生利用（再中間処理委
託）

破砕・圧縮・梱包

製鋼原料とするため破砕・圧縮・梱包

再資源化等量小計

うち再資源化等 再生原料とするため破砕・圧縮・梱包
製紙原料とするため圧縮・梱包

中間処理合計

中間処理 破砕・圧縮・梱包

平成26年度（　2014年　7月　～　2015年　　6月）

処理方法等 処分方法等

収集運搬

収集運搬量合計

破砕・圧縮・梱包
破砕・圧縮・梱包

破砕

最終処分

最終処分量合計

安定型最終処分委託
安定型最終処分委託



作成日 平成23年3月30日

更新日 平成26年8月15日

【各年度の対象期間は、決算年度　 7月～翌年  6月】

基準年度 23年度 24年度 25年度

21年度実績 実績 実績 実績

191,807 186,562 193,168 206,092

Ｋｇ-ＣＯ2 Ｋｇ-ＣＯ2 Ｋｇ-ＣＯ2 Ｋｇ-ＣＯ2

34,452 29,682 28,980 33,745

ｋＷｈ ｋＷｈ ｋＷｈ ｋＷｈ

6,161 5,776 6,990 7,987

ℓ ℓ ℓ ℓ

55 72 75 69

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

54.5 59.9 44.4 57

％ ％ ％ ％

0.86ｔ廃棄物排出量削減 データなし

3 水使用量削減

0.56ｔ 0.55ｔ

１７品目 18品目 12品目

6 社会貢献への参加 データなし １２回 １２回 １２回

4 グリーン購入の推進 データなし

5
受託した産業廃棄物の適正
処理および再資源化率の向
上

2

環境方
針の番

号
選択課題

1 二酸化炭素排出量削減

1-1 電力消費量削減

5.32ℓ/㎞ 5.30ℓ/㎞ 5.01ℓ/㎞

1-2 ガソリン消費量削減

1-3 軽油車の燃費向上 データなし



作成日 平成23年3月30日

更新日 平成25年7月28日

【各年度の対象期間は、決算年度　 7月～翌年  6月】

基準年度 23年度 24年度 25年度

21年度実績 目標 目標 目標

191,807 基準年度比 基準年度比

Ｋｇ-ＣＯ2 △2％ △3％

34,452 基準年度比 基準年度比

ｋＷｈ △4％ △5％

6,161 基準年度比 基準年度比

ℓ △4％ △5％

年間データの測定 23年度実績比

2％向上

年間データの測定 23年度実績比 24年度実績比

△2％ △2％

55 22年度実績比 23年度実績値比 24年度実績比

㎥ △1％ △2％ △2％

54.5 基準年度比

％ △2％

※平成23年度九州電力の調整排出係数を使用。

4 グリーン購入の推進 データなし

1-2 ガソリン消費量削減

1-3 軽油車の燃費向上 データなし

3 水使用量削減

2 廃棄物排出量削減 データなし

環境方
針の番

号
選択課題

1 二酸化炭素排出量削減

1-1 電力消費量削減

5
受託した産業廃棄物の適正
処理および再資源化率の向
上

6 社会貢献への参加 データなし

前年度実績比
維持向上

前年度実績比
維持向上

１７品目

事業所周辺の
清掃を毎月実施
する（年12回）

事業所周辺の
清掃を毎月実施
する（年12回）

事業所周辺の
清掃を毎月実施
する（年12回）

前年度実績比
維持向上

前年度実績比
維持向上

前年度実績比
維持向上

前年度実績比
維持向上

１８品目 １８品目



作成日

更新日

1 二酸化炭素排出量削減

全部門

全部門

事務所

全部門

　太陽光発電設備の導入

運転者

運転者

　営業ルートの効率性を高める

運転者

運転者

２課主任・運転者

１課主任・運転者

事務所

事務所

事務所

運転者

事務所

事務所

事務所

１課

１課

事務所

環境管理責任者

全部門

次年度の重要取組事項は、環境目標の未達の項目にする。

6

平成23年6月26日

1-1 電力消費量削減

　1．昼休みの消灯

　2．未使用エリアの消灯

　3．エアコンの設定温度の管理

　4．未使用設備の電源ＯＦＦ

◇中長期の取組み

　空調、照明設備の省エネ機器への更新

　事務機器の省エネタイプへの更新

環境方針
の番号

目標課題 具体的な行動（活動）

1-3

対象部門

1-2 ガソリン消費量削減

　1．乗車前の点検（タイヤ空気圧など）

　2．エコドライブの実施（急発進、急停止、急ハンドル）

◇中長期の取組み

2 廃棄物排出量削減

　1．分別基準の策定

　2．数量測定の開始

3 水使用量削減

　1．節水の意識づけ

　2．洗車時の節水

◇中長期の取組み

　節水、省エネ型トイレの検討

4 グリーン購入の推進

　1．対象品の選定

　2．23年度以降は、対象品は100％エコマーク品とする

　3．対象品は、毎年度見直す

5
受託した産業廃棄物の
適正処理および再資源
化

　1．廃棄物品目ごとの適正な処理方法の選択

　2．分別の徹底、作業内容の見直し、勉強会

　3．排出事業者様への分別や処理方法の提案

　4．処分先（再資源化業者）の開拓

社会貢献への参加

平成25年7月1日

　1．事業所周辺の清掃活動（毎月実施）

　エコカーへの更新

軽油車の燃費向上

　1．作業前点検の実施

　2．エコドライブの教育、実施（急発進、急停止、急ハンドル）

　3．回収ルートの効率性を高める

　4．燃費の管理



結果の記載　：　達成=◎　　未達成=×

評価は各期の数値と環境活動計画の実施状況を対象に事務局で記載する

その際、年度の目標達成が困難と思われる課題は「問題点」として取り上げ予防・是正処置を講じる

№ 7月 8月 9月 7-9月期計 10月 11月 12月 10-12月期計 1月 2月 3月 1-3月期計 4月 5月 6月 4-6月期計 年度計

基準年度 16,734.3 17,095.0 15,832.0 49,661.4 17,247.6 16,072.5 16,848.4 50,168.5 15,068.9 15,229.7 16,504.6 46,803.1 15,659.1 15,065.5 15,812.3 46,536.9 193,169.8

目標値 16,734.3 17,095.0 15,832.0 49,661.4 17,247.6 16,072.5 16,848.4 50,168.5 15,068.9 15,229.7 16,504.6 46,803.1 15,659.1 15,065.5 15,812.3 46,536.9 193,169.8

実績 18,289.9 17,623.6 16,441.0 52,354.5 18,731.9 15,944.7 18,496.9 53,173.5 16,666.8 17,833.7 17,369.9 51,870.4 15,445.5 16,165.1 17,082.8 48,693.4 206,091.8

結果 × × × × × ◎ × × × × × × ◎ × × × ×

基準年度 2,130.0 2,196.0 2,100.0 6,426.0 2,400.0 2,616.0 2,748.0 7,764.0 2,598.0 2,526.0 2,442.0 7,566.0 2,490.0 2,412.0 2,322.0 7,224.0 28,980.0

目標値 2,130.0 2,196.0 2,100.0 6,426.0 2,400.0 2,616.0 2,748.0 7,764.0 2,598.0 2,526.0 2,442.0 7,566.0 2,490.0 2,412.0 2,322.0 7,224.0 28,980.0

実績 2,635.0 2,610.0 2,430.0 7,675.0 2,682.0 2,694.0 3,282.0 8,658.0 3,282.0 3,030.0 2,892.0 9,204.0 2,772.0 2,778.0 2,658.0 8,208.0 33,745.0

結果 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

基準年度 652.37 708.94 651.33 2,012.64 497.17 633.91 520.78 1,651.86 608.37 542.25 539.60 1,690.22 576.48 465.46 592.90 1,634.84 6,989.56

目標値 652.37 708.94 651.33 2,012.64 497.17 633.91 520.78 1,651.86 608.37 542.25 539.60 1,690.22 576.48 465.46 592.90 1,634.84 6,989.56

実績 861.00 775.27 549.21 2,185.48 732.47 529.65 866.23 2,128.35 634.84 588.19 648.78 1,871.81 572.31 642.36 587.32 1,801.99 7,987.63

結果 × × ◎ × × ◎ × × × × × × ◎ × ◎ × ×

基準年度 5.19 5.31 5.27 5.26 5.16 5.45 5.95 5.52 5.08 5.20 5.14 5.14 4.67 5.96 5.14 5.26 5.30

目標値 5.19 5.31 5.27 5.26 5.16 5.45 5.95 5.52 5.08 5.20 5.14 5.14 4.67 5.96 5.14 5.26 5.30

実績 5.01 4.97 4.99 4.99 5.00 5.01 4.96 4.99 5.13 5.15 4.93 5.07 5.02 5.01 4.98 5.00 5.01

結果 × × × × × × × × ◎ × × × ◎ × × × ×

基準年度 0.050 0.040 0.310 0.400 0.040 0.060 0.070 0.170 0.040 0.050 0.050 0.140 0.070 0.060 0.020 0.150 0.860

目標値 0.049 0.039 0.304 0.392 0.039 0.059 0.069 0.167 0.039 0.049 0.049 0.137 0.069 0.059 0.020 0.147 0.843

実績 0.026 0.058 0.047 0.131 0.030 0.069 0.072 0.171 0.031 0.033 0.016 0.080 0.040 0.099 0.029 0.168 0.550

結果 ◎ × ◎ ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ◎

未達

未達

未達

未達

達成

（平成25年7月～平成26年6月）

環境目標

1

二酸化炭素排出量削減

前年度実績比維持向上

単位：㎏-ＣＯ2
評価

未達に終わった。電力の消費量が上がっ
た事と、ガソリン・軽油の消費量が減らせ
ない事が原因である。

1-1

電力消費量削減

前年度実績比維持向上

単位：kWh
評価

1-3

軽油燃費向上

評価
人材不足のため、アルバイトや臨時の運
転手が増え、エコドライブの周知徹底がで
きていなかった。

未達に終わった。営業活動に注力する必
要があり、営業車の使用頻度が減らせな
いという課題が発生している。

1-2

ガソリン消費量削減

前年度実績比維持向上

単位：ℓ

評価

前年度実績比維持向上

単位：ℓ/㎞

2

廃棄物排出削減

評価 削減の取り組みが実績に繋がった。

平成24年度実績比
△2％

前年度に引き続き、営業車の使用頻度が
減らせないことと、電力使用量が増えてい
ることが原因。

前年度に引き続き、営業車の使用頻度が
減らせないことと、電力使用量が増えてい
ることが原因。

人手不足を解消することが問題解決の最
優先課題であるが、人材確保が全く叶わ
ず未達に終わった。

人手不足から、残業が増え使用量が増え
た。

人手不足から、残業が増え使用量が増え
た。

人手不足から、残業が増え使用量が増え
た。

繁忙期のため派遣作業員が多く入り、その
分の廃棄物が増えた。

未達に終わった。営業活動に注力する必
要があり、営業車の使用頻度が減らせな
いという課題が発生している。

未達に終わった。営業活動に注力する必
要があり、営業車の使用頻度が減らせな
いという課題が発生している。

人手不足を解消することが問題解決の最
優先課題であるが、人材確保が全く叶わ
ず未達に終わった。

アルバイトや臨時の運転手への教育を都
度行っているが、人の入れ替わりが激しく
徹底が出来ていない。

アルバイトや臨時の運転手への教育を都
度行っているが、人の入れ替わりが激しく
徹底が出来ていない。

未達に終わった。前年度から車両管理者
の不在状態が続いていることもあり、エコド
ライブ推進の指導・教育の不足。車両の整
備が完全でないことなどが原因と考えられ
る。

̝

保管書類を処分したため一時的に数量が
増えた。

削減の取り組みが実績に繋がった。

人手不足から、残業が増え使用量が増え
た。



№ 7月 8月 9月 7-9月期計 10月 11月 12月 10-12月期計 1月 2月 3月 1-3月期計 4月 5月 6月 4-6月期計 年度計環境目標

基準年度 13 13 13 14 27 13 10 23 12 12 75.0

目標値 12.74 12.74 12.74 13.72 26.46 12.74 9.80 22.54 11.76 11.76 73.50

実績 13 13 17 9 26 11 9 20 10 10 69.0

結果 × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※水使用量については２ヶ月ごとの検針なので、検針月に記載する。

基準年度 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 17

目標値 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 18
実績 8 ― 3 11 ― ― ― ― ― ― 1 1 ― ― ― ― 18
結果 ×

基準年度 42.30 43.80 48.20 44.77 47.40 40.50 40.20 42.70 46.60 45.30 45.50 45.80 42.80 42.50 48.20 44.50 44.44
目標値 42.30 43.80 48.20 44.77 47.40 40.50 40.20 42.70 46.60 45.30 45.50 45.80 42.80 42.50 48.20 44.50 44.44
実績 44.00 55.89 52.69 50.86 59.54 60.35 61.23 60.37 60.32 56.46 55.05 57.28 61.22 60.32 57.21 59.58 57.02
結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

基準年度 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
目標値 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 12
実績 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3 12
結果 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

未達

達成

グリーン購入の推進

4 18品目
3ヶ月累計目標とする。

対象品の選定

3

水使用量削減

平成24年度実績比
△2％

単位：㎥ 評価
使用量の増加はないが削減できなかっ
た。

評価

節水への取り組みが削減に繋がった。 節水への取り組みが削減に繋がった。 節水への取り組みが削減に繋がった。

継続して対象品の選定を行う。 継続して対象品の選定を行う。

評価
安定型向けの廃プラスチック類の搬
入量が減量したことでの達成となっ
た。

安定型向けの廃プラスチック類の搬
入量が減量したことでの達成となっ
た。

5

達成

達成

前年度実績比維持向上

単位：％

受託した産業廃棄物の適正処
理及び再資源化率

6

社会貢献

　　実施回数　12回

評価
順調に推移した。継続して活動に取り
組む。

順調に推移した。継続して活動に取り
組む。

順調に推移した。継続して活動に取り
組む。

順調に推移した。継続して活動に取り
組む。

安定型向けの搬入量が減ったことで
の達成であるため、実質的な再資源
化率の向上には繋がっていない。次
年度は新規再生ルートの構築に注力
する。

対象品の選定 12品を選定

継続して対象品の選定を行う。 継続して対象品の選定を行う。

安定型向けの廃プラスチック類の搬
入量が減量したことでの達成となっ
た。

対象品の選定



環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント

評価対象の期間 　2013年7月～2014年6月の活動

　　見直し実施日 2014年8月15日（金）　8：30時～12時 場所 　会議室

　　出席者
代表者　　深田　忠佑 環境管理責任者　　深田　兼文

事務局　　深田　麻衣子

　1　環境関連法規等の遵守状
　　 況確認結果

特に問題はなかった 問題なし

　2　環境目標の達成状況

今回、二酸化炭素排出量の削減、電力
消費量の削減、ガソリン消費量の削
減、軽油車燃費向上、グリーン購入の５
項目が未達に終わった。

二酸化炭素排出量、電力消費量、軽
油車燃費向上については今年度実績
をピークと考え、再度基準値を見直
す。ガソリン消費量については、使用
車両の変更及び営業方法の見直しを
検討する。その他は継続する。

　3　環境活動計画の実施状況

人手不足により、計画通りに環境活動
を実行することが困難であった。派遣・
アルバイトへの周知徹底も難しい状況
が続いた。

環境活動計画を立てても、それを実
行する人間がいなければ達成は叶わ
ない。社会情勢及び財政面を踏まえ、
早急に人員の確保を進める。

　4　問題点の是正、予防の状況
目標未達部門への対応策を検討す
る。

人員確保が最重要課題である。社会
情勢及び財政面を踏まえ、早急に人
員の確保を進める。

　5　外部からの苦情の有無及
   　 び対応結果

苦情は１件もなかった 問題なし

　6　環境上の緊急事態の訓練
　　  結果及び対応結果

訓練を実施し、問題なかった 問題なし

　7　その他

人員確保が進まず、社長以下全ての人
員が通常業務に追われる一年間であっ
た。組織の立て直しを図り、早急に環境
活動の正常化を進めたい。

財政面を踏まえ、現行の求人方法を
見直し、人員確保に注力する。

見
直
し
の
必
要
性
判
断
と

代
表
者
の
指
示

①環境方針 継続する

②環境目標 継続する（一部見直し）

③環境活動計画 継続する（一部見直し）

④環境経営システム 継続する

その他の指示
環境教育による周知徹底と社内のコミュニケーションの機会を増
やし、実行面での成果に期待する。

記録作成日　： 2014年8月15日 代表者 環境管理責任者 記入者

保存期間　： 2014年度終了後５年間

̝


